
’lfft

於
け
る
近
郷
の
吏
畢
患
惣
」
願
藤
臨
忠
－
大
臼
太
史
と
支
郷
史
學
」
　
男
憎
氏

「
洋
芝
之
駆
、
壁
織
鳳
鈴
木
謹
選
最
近
に
於
け
る
我
が
爽
洋
災
學
の
麦
那
に
輿
へ

し
影
響
」
今
井
搏
よ
、
西
洋
史
學
の
太
．
邦
史
學
に
與
へ
た
る
彫
金
寵
葉
手
…
藤
本

氏
…
、
鱈
傳
の
編
纂
と
共
形
態
」
等
に
見
ら
れ
る
が
如
シ
，
禾
邦
史
穆
と
外
．
國
に
於

け
る
高
説
と
の
交
流
の
間
題
で
あ
る
し
既
の
二
蓮
の
論
説
は
各
寄
稿
蒋
の
偶

然
的
な
ご
鎮
に
よ
る
の
で
は
な
く
、
愛
書
編
纂
嚢
の
意
識
的
な
方
針
に
基
づ

い
て
み
る
も
の
が
あ
る
で
あ
ら
う
．
．
も
し
旧
漏
し
て
疑
り
と
す
れ
ば
、
太
．
欝
の

編
纂
に
附
田
っ
て
如
飼
な
る
鮎
が
強
く
意
識
さ
れ
て
あ
っ
た
か
を
察
す
る
こ
と

が
轟
去
る
と
回
心
ふ
、
訟

　
帰
嬰
す
る
に
太
・
謎
は
、
多
く
の
論
説
を
手
口
め
な
が
ら
も
、
倫
臼
ほ
H
太
史
墨
丁
史

が
有
す
る
あ
ら
ゆ
る
開
題
を
提
幽
し
之
に
解
決
を
與
へ
つ
k
勝
越
の
見
透
し

か
可
能
な
る
檬
に
仕
継
ま
れ
た
黙
に
特
色
が
あ
る
、
こ
れ
に
依
っ
て
讃
者
は

一
方
的
に
偏
す
る
こ
と
な
き
本
邦
馬
丁
史
の
本
流
を
知
り
う
る
の
で
あ
る
ワ

（
菊
剣
上
下
二
滑
、
　
コ
九
〇
二
頁
、
痴
愚
十
四
年
五
月
、
東
京
富
山
房
爽
行
、

定
書
七
難
五
十
銭
）
（
高
瀬
重
雄
）

・
東
西
｛
父
渉
史
鵜
二

更
學
奮
編

　
明
治
二
十
二
年
設
立
せ
ら
れ
、
全
國
に
千
胤
百
の
會
負
を
擁
す
る
史
壌
愈

が
今
般
劇
論
五
十
遡
年
を
記
念
せ
ん
が
爲
に
、
姉
妹
篇
「
太
弗
史
學
論
叢
」
と

粟
に
獲
刊
せ
ら
れ
た
の
が
太
露
で
あ
る
、
執
筆
表
一
一
．
十
一
名
、
総
紙
数
千
四

百
有
無
頁
、
誠
に
盛
な
り
と
云
ひ
つ
樗
き
で
あ
る
．
、

　
題
し
て
東
西
変
渉
史
論
と
い
ふ
、
櫓
名
か
ら
來
た
自
．
然
の
細
渠
か
も
知
れ

壌
二
十
蹴
巻
　
第
三
號

澱

繊

ぬ
が
、
こ
の
需
が
從
衆
の
甘
辛
穫
論
叢
と
は
著
し
く
越
を
異
に
し
た
黙
が
感

せ
ら
れ
る
、
．
箆
一
に
は
細
か
き
考
讃
よ
り
も
全
般
的
な
儲
蓄
…
か
多
く
見
上
る

こ
と
で
あ
る
、
即
ち
古
代
よ
り
近
電
命
、
殆
ど
縦
災
年
代
の
盗
麟
に
擬
っ
て

の
問
嬢
γ
駕
取
扱
つ
た
も
の
に
、
総
鋤
、
白
甑
彬
博
士
「
翫
小
西
交
渉
輿
七
よ
ハ
ソ
見
た

る
遊
牧
民
族
ほ
じ
め
、
秋
山
灘
臓
氏
「
爽
繭
交
渉
災
上
の
香
料
…
一
．
‘
ヒ
義
夫

氏
　
．
爽
西
交
渉
艦
上
に
洩
る
藁
薦
F
あ
一
．
療
ガ
あ
る
、
白
鳥
博
士
の
論
文
は
、

博
士
の
持
論
た
る
爽
洋
の
膳
史
は
硯
北
・
土
層
…
遊
腔
ハ
民
族
の
冊
立
を
橿
軸
と

し
て
廻
韓
す
る
説
を
更
に
∵
認
識
め
て
、
北
方
民
族
が
薗
ド
を
阻
ま
れ
た
瞭
”

に
西
方
に
韓
じ
て
、
束
丙
の
交
渉
を
慰
趙
す
る
大
勢
を
違
べ
ら
れ
し
も
の
、

梅
　
五
氏
の
踏
肥
は
古
代
東
方
入
と
希
論
人
と
の
科
學
史
上
に
懸
る
遊
離
に
始

・
選
り
、
種
本
と
支
那
と
が
難
題
に
秘
す
る
態
度
の
相
．
違
を
論
ず
る
に
終
っ
て

み
る
し
秋
山
　
氏
は
東
西
の
民
族
が
印
度
南
洋
に
燕
す
る
香
料
へ
の
欲
求
が
世

界
の
地
圓
を
現
A
ツ
の
如
く
攣
化
せ
し
め
た
り
と
説
く
．
一
所
論
串
・
、
胡
搬
…
の
如

き
調
味
料
と
、
隅
脚
香
の
加
州
き
芳
香
．
聯
と
を
併
せ
て
秀
料
と
穂
…
し
、
そ
の
欲
求

す
る
灰
の
・
3
3
方
向
が
何
れ
に
あ
り
ゃ
を
分
析
さ
れ
ず
、
蘇
木
・
羅
角
・
眞
珠

ま
で
が
特
に
混
入
し
て
み
る
の
は
些
か
奇
異
に
感
ず
る
．
ソ

　
羅
史
年
代
金
般
に
亙
ら
ぬ
で
も
、
弓
田
長
き
一
、
時
代
に
亙
っ
て
の
蔽
究
は
、

源
田
激
入
氏
「
正
倉
険
御
物
を
逓
し
て
見
た
る
爽
酉
文
化
の
交
渉
煽
、
岩
弾
大

憲
氏
　
．
元
爬
の
爽
丙
翰
墨
其
他
＋
激
編
に
及
び
、
こ
れ
も
從
萌
の
澱
膠
論

叢
に
見
な
か
っ
た
現
象
で
あ
る
、
．
傘
入
は
斯
か
る
概
艘
的
研
究
を
懸
…
遡
し
、

特
に
太
．
警
の
如
き
渦
〃
去
五
十
隼
蘭
燈
無
界
の
総
決
算
の
煮
擁
を
持
つ
論
叢
に

は
欝
㍗
も
適
富
な
る
を
信
　
ず
る
藩
で
あ
る
が
、
阿
臨
・
に
微
に
人
り
細
を
肩
凝
つ
底

の
概
究
．
も
儘
々
成
侃
で
あ
り
た
い
こ
と
を
希
・
整
す
る
し

（　63－1　）



　
更
に
本
山
に
見
ら
る
、
特
異
な
…
堪
象
は
議
世
炉
蘭
㎜
係
の
も
の
が
瞭
翼
然
多
き

を
占
む
る
こ
と
で
あ
ら
う
・
．
闘
ち
鰍
国
論
漸
の
時
代
以
後
に
關
ナ
る
嚢
が
渡

噛
上
世
善
導
「
我
が
議
五
指
塀
よ
り
見
た
る
賜
戦
報
睡
「
、
代
ほ
寧
鈴
四
ゐ
父
怖
慰
撫
旨
㎜
、
村
上
直
　
次
郎

氏
㎝
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
交
逼
が
我
國
に
及
ぼ
し
た
る
影
響
」
を
初
め
、
工
十
篇
に
及

び
、
戸
そ
れ
が
時
に
は
現
陣
、
の
問
題
に
も
説
き
及
ん
で
み
る
．
、
獅
見
吉
治
…
氏
「
米

國
の
束
洋
上
策
」
、
内
藤
智
秀
氏
　
疑
土
蜂
融
締
結
史
上
の
問
題
　
、
村
州
堅
吾

氏
「
束
冨
四
洋
山
掛
渉
契
卜
一
に
於
感
u
る
帽
現
代
凋
落
瓢
、
　
和
m
周
ゆ
総
氏
…
、
乱
臣
朗
汀
一
束
ゐ
ハ
十
－

四
屯
の
問
題
に
つ
い
て
」
等
が
そ
の
例
で
・
あ
る
。
最
後
の
論
説
は
露
國
の
黒

龍
瀧
北
固
芹
及
び
烏
蘇
利
江
東
の
占
擦
は
共
に
欺
購
に
出
で
、
殊
に
愛
隙
勤
岸

の
所
謂
江
乗
六
十
四
屯
の
涙
地
ほ
、
繭
総
朝
∵
申
華
民
國
警
部
よ
り
競
瀧
全
国

に
於
て
も
嘗
て
所
有
灌
を
拗
聾
し
た
る
こ
と
な
ン
．
を
野
田
し
た
る
も
の
で
あ

る
Q
離
・
者
の
翫
三
更
へ
の
剛
…
心
は
、
恐
ら
く
歴
史
魁
ザ
の
弘
道
で
あ
、
つ
て
、
曲
隠

し
も
之
が
縛
局
に
よ
っ
て
鷹
さ
れ
た
現
象
で
あ
る
な
ら
ば
、
寧
ろ
邊
き
を
恨

む
と
云
っ
て
宜
し
か
ら
う
．
．

　
そ
れ
が
編
験
者
の
煮
圃
に
急
く
や
、
或
ぽ
執
筆
満
が
期
せ
ず
し
て
合
致
し

た
る
結
果
か
を
知
ら
ぬ
が
、
願
書
が
河
魚
興
。
嵩
8
一
）
o
o
開
と
し
て
多
分
の
移

用
儂
値
あ
る
こ
と
も
見
逃
せ
ぬ
特
微
で
あ
る
．
、
殆
ど
全
部
の
漁
交
が
程
度
の

仙
鞘
麿
荒
い
史
離
幽
囚
説
の
寮
滋
の
資
料
』
と
し
て
踊
躍
昭
｛
し
得
る
外
、
一
村
川
堅
太
郎
酷
八
　
、
エ

リ
ユ
ト
ラ
海
案
内
記
に
見
え
た
る
紀
…
鷹
世
紀
の
南
海
貿
易
」
の
中
、
各
港
楡

出
入
晶
の
一
臨
見
表
の
脳
州
爺
・
は
、
ど
の
調
岬
太
に
ぜ
っ
敏
い
て
る
る
－
も
の
で
便
利
で

あ
り
㌦
綴
澤
試
雄
氏
「
H
繭
文
化
交
渉
に
於
け
る
入
的
要
素
」
、
磐
田
成
友
氏

「
カ
R
ン
の
羅
謬
し
た
武
羅
の
復
瞭
欝
、
岡
鱗
章
雄
氏
　
、
近
酸
手
甲
に
於
け
る

・
薫
要
た
る
一
輔
入
物
資
に
つ
い
て
」
な
ど
は
鳩
ふ
る
入
に
よ
っ
て
利
編
蟹
緯
の

、門 Q
恥塚

曲

譜
き
も
の
と
た
ら
う
9

　
三
十
一
薫
ゐ
漁
文
を
一
々
批
評
＋
る
は
を
う
か
、
内
容
の
　
端
を
も
紹
介

す
る
こ
と
は
、
潔
き
紙
顧
に
て
は
胸
ひ
も
よ
ら
ぬ
，
．
鉄
て
止
む
を
得
ず
以
上

の
如
く
計
鰍
的
灘
察
を
試
み
、
現
下
史
薫
習
の
郵
・
向
を
尋
ね
ん
と
し
た
。
管

領
薫
煙
界
が
、
実
學
會
創
立
以
後
今
H
に
葦
る
迄
録
鷹
ま
し
き
叢
展
を
途
げ

た
こ
と
は
、
寒
書
を
手
に
取
る
者
が
、
誰
し
も
感
ず
る
喜
び
に
よ
っ
て
知
ら

れ
よ
う
。
併
し
乍
ら
吾
人
は
之
を
以
て
望
月
の
轟
け
た
る
な
き
講
足
と
安
心

に
浸
り
～
得
る
や
否
や
。
若
し
夫
れ
薙
堀
刈
の
A
芯
を
以
て
噺
讃
後
の
威
脚
を
云
へ
ば
、

一
抹
の
漠
然
た
る
．
不
安
と
淋
し
さ
を
抱
か
す
も
の
は
、
實
に
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ

ス
ラ
ム
概
究
の
不
振
と
い
ふ
一
霜
翠
で
あ
ら
う
．
、

　
士
口
伜
四
よ
の
中
謳
い
に
か
け
て
借
ド
界
文
化
の
源
泉
で
激
の
り
、
東
面
黒
父
渉
の
由
・
心

で
あ
っ
た
ペ
ル
シ
ヤ
・
イ
7
、
ラ
ム
涯
界
の
研
究
は
、
吾
入
に
曝
し
て
猶
教
ふ

る
所
の
も
の
多
か
る
解
き
を
信
ず
る
ら
…
醐
し
て
之
か
眞
髄
は
極
聡
慧
者
、
極

糎
學
嚢
か
片
手
闘
に
や
っ
た
の
で
は
、
劉
底
撫
み
簿
ぬ
も
の
が
あ
ら
う
◇
そ

の
満
…
に
は
必
ず
や
、
其
満
…
飛
騨
の
學
潔
を
要
す
る
．
、
日
太
全
機
の
帝
國
大
學

に
未
だ
イ
ス
ラ
ム
蹴
専
門
の
講
座
が
置
か
れ
ぬ
現
斌
は
何
と
か
し
て
打
撃
せ

ね
ば
な
る
ま
い
・
．
瑞
西
の
如
き
東
京
市
よ
り
入
口
の
少
た
い
國
に
も
極
徽
の

ア
ラ
ビ
ザ
ソ
が
観
る
に
比
し
て
、
我
國
の
そ
れ
は
繋
り
に
寂
塞
で
あ
る
．
．
斯

か
る
翻
に
あ
っ
て
、
本
譜
の
中
に
只
一
篇
、
小
林
元
氏
資
ザ
ン
チ
訟
考
」
を
得

た
る
こ
と
を
特
に
多
と
す
る
．
勲
＋
年
の
後
、
轟
び
即
身
交
渉
史
論
が
獲
潤

さ
る
㌧
で
あ
ら
・
り
隠
．
、
イ
ソ
、
ラ
ム
勘
咽
の
立
場
．
よ
り
｛
臨
海
M
寿
齢
を
論
じ
た
る
研

究
が
少
く
も
十
鷺
を
撒
へ
ん
こ
と
を
念
願
し
つ
翼
肇
を
碧
く
．
。
〔
宮
矯
市
定
）
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